
 

 

 

 

 

 

この自然環境レポートは、「JT の森積丹」の

自然環境の特性を把握することを目的として、

2011～2012 年度に実施した生態調査の結

果を取りまとめたものです。 

生態調査の対象となる「ＪＴの森積丹」は、

札幌から 80km ほど北西側に位置する積丹町

に位置し、美国川、積丹川、余別川の流域にそ

れぞれ１～2 ヶ所、合計４ヶ所が設定されてい

ます（下図参照）。 

この各所に設定された「JT の森」について、

生態系の基礎となる植物をはじめ、哺乳類、鳥

類、爬虫・両生類、魚類、昆虫類（水生昆虫を

含む）、甲殻類などの様々な生物の分類群につ

いて、どのような種がどのような場所を利用し

ているかといった、詳細な生態調査を 1 年間

にわたり実施しました。 

調査は、専門スタッフによって実施され、そ

れぞれの生物分類群の特性に合わせて、早朝・

夜間に実施したり、また特殊な調査機材などを

使用したりするなど、地域の生態系の構成要素

がしっかり把握できるように配慮しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

JJTT のの森森  積積丹丹  

自自然然環環境境レレポポーートト 220011２２  

※この地図は、国土地理院発行の 20 万分の 1 地形図(岩内)を使用したものである 
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【美国川流域エリア】             
このエリアの森は、尾根から谷底へとそれぞれの環境に適応した植物が生育してお

り、この植物の変化に応じて、多様な生きものが生息する空間となっています。また、

美国市街地に隣接するために、人為的な影響を受けやすく、余別川流域エリアや積丹

川流域エリア（積丹岳地区）と比べると、里山的要素が強くなる傾向にあります。 

尾根沿いは、カラマツ植林が主体となりますが、谷底に向かう斜面部の一帯は

シラカンバやミズナラをはじめとした広葉樹二次林、沢沿いには湿潤な場所を 

好むハルニレといった樹木が多く生育しています。林床にはカタクリなどの春植物も

生育していますが、クマイザサが密に生育している箇所が多く、生育する植物はやや

単調となる傾向にあります。 

動物については、それぞれの環境に適応して、様々な種が生息しています。カ

ラマツ植林にはルリビタキやキバシリ、広葉樹二次林にはゴジュウカラ、コサ 

メビタキ、センダイムシクイなどの野鳥がみられるほか、湿地はエゾサンショウウオ

などの両生類が産卵場所として利用しています。このほか、

ミズナラを食樹とするオオミドリシジミ、スミレ類を食草と

するウラギンスジヒョウモンなどの様々な昆虫種が生息して

います。また、ヒグマの糞に卵を産み付けるタテヤマミドリ

イエバエといった特殊な昆虫類の生息が確認され、人里に近

いといっても、ヒグマが生息する奥山と近接していることを

示しています。このほか、茶津川にはハナカジカやムカシト

ンボの幼虫などが生息しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生きものの確認情報 

分 類 確認種数

植物 168 種

哺乳類 7 種

鳥類 55 種

両生・爬虫類 5 種

魚類 1 種

昆虫類 441 種

水生生物 24 種

植 
 物 

動 
 物 

【美国川流域エリア】のイメージ断面図 



 

 

【積丹川流域エリア／積丹岳地区】       
このエリアの森は、積丹岳の北西側の山麓斜面に位置します。標高は 200～400

ｍと標高差が大きいのが特徴です。ＪＴの森積丹のなかでは、最も内陸側に位置し、

また積丹岳の登山道の入り口部分となっています。 

植 森の大部分は、余別川流域エリアと同様に、エゾイタヤやミズナラなどの広葉

樹二次林ですが、斜面上部には亜高山帯の代表的な樹木であるダケカンバが生  物 

育するなど、標高差の大きな積丹岳地区特有の自然の変化を読み取ることができます。

また、斜面の下部にはハルニレがまとまって生育しているほか、中腹部にはカラマツ

植林やトドマツ植林がみられます。林床にはクマイザサなどのササが発達しています。 

低標高地を好むメジロから、高標高地を好むクロジなど、様々な鳥類が確認さ

れており、積丹岳における鳥類の垂直分布を楽しむこ 

動 
 物 

生きものの確認情報 
とができます。また、発達したササ原に、いわゆる“藪（や

ぶ）”を好むウグイスやヤブサメなどが多く生息している点は

特徴的です。このほか、豊かな樹林を背景に、哺乳類ではエ

ゾリスやテン、コテングコウモリ、昆虫類ではコエゾゼミ、

センチコガネなど、樹林性の生きものが多く生息しているほ

か、谷間を縫うように流れる積丹川には、アメマスやサクラ

マス、ハナカジカなどの魚類が生息しています。 

分 類 確認種数

植物 185 種

哺乳類 10 種

鳥類 44 種

両生・爬虫類 4 種

魚類 3 種

昆虫類 218 種

水生生物 26 種

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【積丹川流域エリア／積丹岳地区】のイメージ断面図 



 

 

【積丹川流域エリア／牧場地区】        
このエリアの森は、海岸台地上の緩傾斜地に広がります。他のエリアと比べると、

湿潤な環境がみられたり、また農耕地と接していることもあって、人為的な影響を受

けやすい環境となっています。 

森の大部分は、ある程度の管理が行き届いた、カラマツ植林となります。林床

にはクマイザサが広く生育しますが、刈り取りによって林床が管理された場所 

には、草本類や低木類が生育する場所もみられます。また、北側にはミズナラなどか

ら構成される広葉樹二次林がみられますが、密生した若齢林となっています。 

面積的に小さいこと、また森の主体がカラマツ植林であることから、哺乳類や

鳥類などの行動圏の大きな生きものは、少ない状況にあります。しかし、一方 

で湿生な環境がみられることから、他のエリアではみられないミドリシジミやコムラ

サキなど、湿地に生育する樹木を食樹とする蝶類がみられるほか、ルリボシヤンマや

エゾアカガエルが繁殖場所として利用していたりします。また、湧水流に生息するニ

ホンザリガニが生息していたりするなど、他の森ではみられ

ないような種がみられるのが特徴です。 

牧場地区は、農耕地などが隣接することからダイコン 

などを食草とするオオモンシロチョウ(国外移入種)や、

稲などに随伴して侵入してきたと考えられるドジョウ、シナ

イモツゴ(ともに北海道には分布しない国内移入種)といった、

ため池などに生息する魚類が生息しています。また、特定外

来生物に指定されているアライグマが確認されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生きものの確認情報 

分 類 確認種数

植物 130 種

哺乳類 5 種

鳥類 36 種

両生・爬虫類 3 種

魚類 2 種

昆虫類 170 種

水生生物 9 種

植 
 物 

動 
 物 

外来 
種 

【積丹川流域エリア／牧場地区】のイメージ断面図 



 

 

【余別川流域エリア】             
このエリアの森は、余別川の右岸側に広がります。海岸に近く、年間を通して強い

風の影響を受けるために、尾根部などの風衝地では樹木の生育が抑制され、ササ草原

となっているのが特徴的です。なお、余別川は保護水面（※）に指定されています。 

森の大部分は、エゾイタヤやミズナラをはじめとした広葉樹二次林が広がって

いますが、エリアの南側にはトドマツ植林、余別川の河岸段丘上や沢沿いには 

ハルニレが生育しています。林床の一面には、人の進入を阻むほどのチシマザサが密

生しています。 

自然性の高い余別岳と連続性を保っていることから、ヒグマをはじめ、エゾラ

イチョウやクマゲラといった、豊かな自然を指標する種が多く生息しいている 

のが特徴です。森の大半を占める広葉樹二次林は、まとまり

のある樹林を形成していますが、各所には草地や河原などが

広がるなど、環境に様々な変化がみられることから、「JT の

森積丹」のエリアのなかでは、最も多様な生きものを内包し

ていると考えられます。また、余別川にはサクラマスやアメ

マスが多く生息しているほか、冬季になると海岸付近には、

天然記念物に指定されているオオワシやオジロワシなどが越

冬のために飛来します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生きものの確認情報 

分 類 確認種数

植物 150 種

哺乳類 10 種

鳥類 61 種

両生・爬虫類 5 種

魚類 6 種

昆虫類 433 種

水生生物 43 種

植 
 物 

動 
 物 

保
護
水
面

水産動物が産卵したり、稚魚が育成したりする水域で、その保護培養のために必要な措置を講ずべき水面
として、都道府県知事または農林水産大臣が指定します。指定区域では、魚類をはじめとした水産動植物
の採捕が規制されています。 

風当たりの強い場所は、
樹木が生育しづらい 

※食痕 

野生動物の 
「食事の痕跡」のこと 

【余別川流域エリア】のイメージ断面図 


